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1. まえがき

1950年大山桂によ って，富山県婦負郡八尾町掛畑の八尾累層 ・黒瀬谷層から Geloinaを含む

化石群集が報告され，この Geloina-Telescopiuin群集は中新世中期の古環境を示す重要な要素

として注目された．その後，日本各地の中新世の地層からマ｀ノグロープ沼を示す群集の存在が

確認され，津田 ・糸魚川・山野井 （1981)によ って現時点での総括がされている．

今回， 石川県輪島市町野町徳成地内の珠洲累層 ・東印内層より Geloinaを発見したので，こ

れに追加する資料として報告する．

本稿を草するにあたり ，名古屋大学の糸魚川淳二博士，土岐高校の西本博行氏，広島大学の

田口栄次氏には，数々のご助言をいたたいた．また，瑞浪市化石博物館 ・瑞浪陶磁資料館の職

員の方々には，大変お世話にな った．以上の方々に厚くお礼申 し上げる．

2.産地・産状

Geloinaを産出する地点は輪島市町野町徳成で，MASUDA(1966)の Loe.12の近くにあた

り，最近農業用溜め池が改修され，新鮮な露頭が出現した所である（第 1図）．産出層は珠洲累

層 ・東印内層で，砂岩 ・泥岩 ・礫岩よりなり岩相変化に富む．内湾性ない し浅海性の堆積物と

推定される．

Geloh位 を産した地層は下部の柳田累層より 由来した，、ンルト岩・石英安山岩質熔結凝灰岩・

軽石凝灰岩の亜円礫を含み，炭質物・木片を多く含んだ淘汰の悪い中粒砂岩より成り ，ノジ ュー

ルが点在している． 化石はこの礫の間に挟まれた状態で産し，保存は良好である．

ここからは，Geloinaの他に Scapharcallurosedaniensis, Ostrea sp., Saxolucina hhataii, 
Pilar itoi, Cerithideopsilla tokunariensis, Vicarya callosa japonica, Vicaryella notoensis, 
Chicoreus asanoi, Reticunassa notoensisを採集した．

東印内層の貝顆化石群集は4つの層準から産し，Geloinaを産したこの地点はその中でもっ

とも多くの種類の貝類化石を産する第 2層準にあたる．また，この産地 （Loe.12)では，前述
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の他に “Striarca"uetsulliensis, Cyclina japo-

nica, Ruditapes talmgi£, Clementia japonica, 

Cultellus izuinoensis, Teinostoma yabei, Lillo-

rinopsis miodelicatulaなどを含めて，34種が報

告されている (MASUDA,1966). 

これらの中で注目されることは，マ‘ノグロー

プ沼を構成する主要素のひとつに含まれる化石

種 Littorinopsismiodelicatulaの産出である．

第 1図 産地図（国土地理院 l/25,000地形図
「柳田」 より 引用）

同時に産した二枚貝化石はわずかに合殻のも

のもあるが，大部分は殻がずれていたり ，分離

した標本である．Geloinafまわずか3個体を採

取したのみで詳細は判らないが，どの個体も分

離していた．これらの事実と岩相を考慮すれば，

全体が準自生的であると思われる．

3. Ge/oinaについて

産した標本は3個体とも保存良好で，殻表の状態， 殻頂の摩耗の程度などこの種の特徴をよ

く表わしている．殻は， 中型で卵三角形， 厚くよく膨らむ．殻頂は靡耗している 前縁は円<,

後縁はわずかに長く 伸びゆるやかに彎曲する．腹縁は円＜きざみはない．殻表は，殻頂付近が

よく溶けて， ＜ぽみを生じており ，現生の Geloinacoaxans (GMELIN) (マソグ ロー プシジミ）

によく見られる＜ぽみと良く 似ている．わずかに成長脈がみられる．3主歯があり 明らかに2

分岐する前側歯は，明瞭である．後側歯は破損のため不明．Geloinayamanei OYAMAと同

定される．

計測

殻長 殻高 殻幅1/2(mm) 

（右殻） 59.0 51. 5 ca. 16.8 A (Pl. 69, fig. 1) 

（左殻） 60.0 52.0 16.5 B (Pl. 69, fig. 2) 

Geloina, Telescopiumを含む群集は，現在までに16ヶ所から報告があり， Geloinaなどのマ` ノ

グローブ沼の群集のみで構成され，自生的産状を示すものと，他要素の中に Geloinaなどを含

む他生的な産状のものとがある．今回の産地は，後者に位置づけられ，津田(1965)によって

Arcid-Potamid faunaとして一括されたものに含まれ，マソグロープ沼の要素と近接するいく

つかの生息地から由来した各種の貝類の混合群集と考えられる．日本各地には，こうした組成

を持つ群集が存在していて，今回の Geloinaの発見は，Arcid-Potamidfaunaの中に，マソ

グロープ沼を構成する Geloinaなどが将来において更に発見される可能性を示唆している．
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Plate 69 

Figs. 1, 2. Geloina yamanei OYAMA X 1 

Fig. 3. Geloinaを含むプロック x2/3 






